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シ ン グ と 狂 気
前 　波 　清 　一
シソ グ自身に狂気 とつなが るものは,も ちろん,な に もない。 しか し,
シングV'は狂気昏 の関心 はあ り,特 に初期 の作品で狂気に言及してい る。
潮ングとシソ グ芸術 に と?て,狂 気がい炉 なる意味を持つかを検討 してみ
よ う。一 ・、 ・
『月沈み し時』の狂女
自伝的な 「病 的な素描」EtudeMorbideのチェル リニアニは,「パ リの
(i)
気違いQパ イオ リソ弾き」をめぐるmの 三角関係によるヒステ リーの昂
進とジその演奏会での失敗に立ち会 う過度の緊張と興奮から,精神病院の
人となる。'そこには狂気に関する若干の洞察が見 られるものの,作 品自体
がほとんどシング自身の厄払いとして成立してお り,アイルラソ ドの風土
に根ざす狂気ではない。
住みなれた故郷の紀行 「ウィックロY'_`て」InWicklowは,'時にはそ
(2)
こに住みつ く人々の 正気を冒す 「特殊な土地の影響」(1.209)を所々に
記録していろ。果てしない ヒースの荒野,降 り続 く大雨,す さまじい嵐の
夜,氾濫する川,立 ちこめる霧と雲 一そういう自然の中Y'居住する人々
は,荒 涼たる自然そのものと,風土が強いる孤立との相乗による破壊的影
響を受けやす く,その脅威の前に人は正気を失 うY'さx至る。そして,例
えば,気 が違って精神病院で死亡するメア リー ・キソセラ,興奮して衣服
を脱ぎ捨てて山中に駆けこみ,鳥 に食われた死体となって発見される男,
精神病院で七年間過 ごしたマイケル,「 神経衰弱とヒステリーと漠然とし
準恐怖」(豆・210-1note)Y'悩まされる独 り住まいの女などの話が散見す
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る 。
「ウィックローに て⊥ のシソグが,ア イル ラソ ドの 自然 風土 と狂 気 との
相関 を明確に提示 してい るのではないが,「 どこよ りも貧 し く,寂 し く,
荒れ果 て,荒 涼 とした」(1.220)風土が,狂 気 を 日常生 活 とf合 わせ の
現実 としてい るこ と,自 然に懐深 く抱かれ る生活が裏腹Y'持つ残 酷な影響
力に,シ ングが気づい てい ることを うかがわせ る。それは,自 然に対し て
神秘 主義 的態度 さえ示す シングが,そ の リア リス トの 目で,自 然 と人間 と
のか かわ り方 の別 の面 を見逃 さない ことであ る。
しかし,狂 気 と関連 して最 も興味が あるのは,劇 作 家シ ソグを萌 芽的に
示す 『月沈 みし時 』WhentheMoonHasSetであ り,そ こには一 人 の狂
女が登場す る。 その メア リー ・コステ ロの狂気Y'は,自 然風土 の影 響 も見
られ るが,後 の ドラマの中で 自然 をデウス ・・エキ ス ・マキ ーナ的に 扱 うシ
ソグに とって,自 然は必ず し も慈悲深い のではな く,ア イル ラン ドのも う
一つの厳 しい 自然 は,酷 薄 で否定 的な力 を振 る うことがあ る。
しかしなが ら,シ ソ グは この点を強調 はしない。 自然的環境 条件 と狂気
が直接的Y'連関す る単純 さではないか らであ り,ま た シソグとしては,荒
涼 とした風土や厳 しい 自然が,か え ってその土地 の人 々に美質や勇気や個
性を与えてい ることに も気 づ き,孤 独 は時に はむ しろ望 ましい状態 で さえ
あるか らであ る。 従 って,自 然が人 々に どん なに孤立 を迫 り,生 活 の苦 し
さを強要して も,短 絡的に狂気 と結 びつ ける素朴 な環境論を展開しはしな
い。
メア リーの発狂 の根本原因は別の ところに ある。婚約者が神の存在 を信
じない ことを知って破 談にした直後,メ ア リーは気が狂い,精 神病院で十
年を過 ごす ことにな る。宗教に対す る考 え方 の違いに よる破談には,シ ン
グの自伝的要素が濃いのだが,作 者 の立場 を代弁す る コルムは,「 この女
は 自らの衝動 を避 ける誤 りを施し,伯 父 と彼女 自身Y'この不幸 を招いた」
(皿.165)と説 く。 そして メア リーの狂気 と 伯父の死 を 目の当た りにした
コル ムは,愛 す る修道尼 一メア リーの破談 を 「神の意志」Y'従う 「正し
い生活」(169)と 正当化する シスター ・エ リーソY'対して,「 大地に従
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い」(169),「生命 の活力」(175)を重 んL,「 人生で最高 のものにあず
か り」(169),「自然 な人」(168),になるよ うに勧 める。
メァ リーの狂気 は,本 能的な心身の要求を退けて人間性を抑圧し,生 命
を 自由かつ 十全に生 きよ うとしない ところに起因する。 コルムに とって正
気は,自 然 であ ること,全 体的であ ることであ り 「われわれは心して 、
すべ ての音 符を奏しなけれ ばな らない。 そのために こそ我hは 造 られたの
だ」(176)従 って,不 自然 と一面性で現実を否定しない ことである。
メア リーの 狂気 は,シ ン グの平衡感 覚が認め る精神の偏 りであ り,さ らに
自然 の法則 をなん らか の規準で律す る歪みである。
メア リーの 悲劇は,シ ング自身 の 悪魔払いY'利用されている 感がある
が,『 貧の 陰』 の性へ の非難 に対 して,「 祝福され た未 熟は,時 として呪
われた腐敗 に近い,ア イルラン ドにおけ る狂人 の割 合 とその原因を考えて
(3)
もみろ」 とシングが 答えているところにつながる広範で 大ぎな問題で あ
る。
アイルラソ ドの厳格な信仰や旧弊な道徳によって,人 間性の過度の歪曲
や,性 の不 自然な抑圧を受けるとき,狂気と結びつく危険性のあるどとを
メァリーの例は示唆する。 メアリーは 「生命のルールや,女 の内部でのみ
可能な美を軽蔑する,ア イルランドの不健全な女たち」(172)の代表例で
ある。 コルムはそ うい う精神風土を問題にする
旧弊 なアイル ラソ ドの保守主義 と道徳が,パ リのなV'よりもいっそ う悪
い陰気な 退廃を助長 した よ うだ。 だれ もが友人を 精 神病 院へ 連 れてい
ぎ,あ るいはそ こか ら連れ帰 って くる ようY'思えた。(160)
特に 「最初に神から与x.られた本性をゆがめた信条」(168)を非難し,そ
うい う 「聖人の狂気」(175)を崇拝して 「人格の一部を抹殺するか誇張す
るかによって狂気が生じる」(160)と説 く。
従ってシングには,狂 気は単純に平衡感覚から見た精神のアンバランス
とい う個人的な問題ではな く,宗教や社会制度,因 襲や固定観念などによ
って人間性を抑圧す る,旧弊で頑迷なアイルラン ド特有の精神風土に根ざ
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す現象 として把握する姿勢がある。 そして,そ うい う抑圧と自由の問題
は,シ ングの変わらぬテーマであり,しか も,宗教 ・社会 ・道徳上の硬直
した考え方 と終生戦わなければならなかったのである。
r谷の 陰』 の バ ッチ ・ダ ー シー
こうして 『月沈みし時』で自然風土と精神風土の影響を原因とす る,ア
イルランドにおける狂気Y'言及するシソグも,これ以後ほとんど狂気を取
り上げない。因襲や通念にとらわれた生き方を肯定しないで,人 間性の自
然な発揮を喜ぶシソグが,そ の接点での葛藤と逸脱である狂気を主題 とし
てもよさそ うであるが,ほ かでは狂気を正面あるいは内面から取 り扱 う問
題意識 も手法 も持ち合わせていない。
シング芸術は,い かに特殊相を描いても普遍性への志向が強 く,特殊そ
のものの興味だけに終始することはない。旅先で見聞した一地方の出来事
や話V'取材しても,その成果であるシソグ劇は,普遍的人間性に根ざす普
遍的 ドラマになっている。そこから 「普遍的な」こととかかわらない 「奇
形」と見なす 「現実生活の狂人」(1[208)そのものには 興味は な く,従
ってまた主題 ともしないのである。シングの狂気への言及が,「 病的な素
描」 「ウィックローにて」 『月沈みし時』 と,比 較的初期の作品に 集中
し,『 月沈みし時』でも早い版の方が狂気の要素を強調するのは,そ の点
で重要なことであろう。
しかし,こ こに一つの例外がある。姿は現わさないが重要な役割を演じ
ている 『谷の陰』TheShadowoftheGlenのパッチ ・ダーシーである。
見えない尺度 として登場入物を,社会に安住するダソとマイケルと,社会
から脱出するノラと浮浪者とに二分するパヅチの狂気には,自然風土の影
響がある。パッチは 「ウィヅクローにて」で言及されている鳥に食われる
男がモデルであり,ドラマの中で浮浪者も,パ ヅチが自然の脅威の中で狂
気に走った ことを示唆している。確かに山の孤独に屈したのであるが,パ
ッチは単にそ うい う 「おずおずした」(III.37)男なのではない。仕事に明
け暮れし,所有欲に生きるダンやマイケルの正気 自己満足と想像力の
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欠如を体現する農民と比べると,パッチの狂気はむしろ,因襲に縛られる
には余 りに大きい人間性の解放によると説明できるほどである。 ドナ ・ガ
ーステソバーガーは次のように説明している
The implication, not sufficiently established by Synge, is that Darcy  was not 
of the careful, small, materialistic breed represented by Dan Burke and the young 
herd, who can drive a hard bargain but not the mountain ewe. Like Yeats' Red 
Hanrahan, even  in, his madness Darcy has left legend behind him  ; and Synge 
intends to suggest hat his madness came from excess, largeness, courage, daring— 
a madness to be opposed to the meanness and smallness of the "sane" world which 
believes "a bit of a farm" and a good price for lambs make up the sum of existence. 
Patch Darcy is a hint of that ideal of the poet in The Playboy of the Western 
World— "fine, fiery fellows with great rages when their temper's roused" —the 
free, extraordinary personality which is associated with the poet and the man of 
                                                     (4, 
extravagant gesture as well as with the man of physical prowess.
パッチは,羊 や山羊の番をする能力も,息を切らさずに走る体力も超人
的であ り,また,谷 間への行き帰 りに ノラの所に立ち寄って話を交わすの
を常として,ダ ンとの生活で最 も欠ける人間酌触れ合いを与える。硬直し
た社会の庇護に収まらないエネルギーと人間性を,自 然の中に解き放した
人物であり,浮浪者 もノラも 「偉い男」(47)と呼ぶ。 その点,臆 病で想
像力を欠き,無神経で因襲的であることで,農 村社会に安住できるダンや
マイヶルの正気とは対蹠的である。
充実した生命を希求する ノラが,心 を通わせていたパッチのような危険
性を知 りながら,ダンとの生活の物質的安定を捨てて,浮浪者との自然の
中の生活Y'入ろ うとする幕切れに,シ ングにとって,狂気が否定的状態で
しかないのではないことが明らかである。シソグは,時 代の通念や社会の
常識に満足できる正気よ りも,それらを打ち破る人間性の大きさと自由の
方を望ましいと見なし,抑圧や束縛から精神を解放するゆえの狂気をかえ
って肯定するかのようである。パッチの狂気はそのことを基本的に示唆し
てお り,たとえ狂気の危険を伴って も;人間性の発露にこそ,作者と登場
人物の中の詩人が感応するのである。
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こう考}xると,狂気への関心が,そ の後のシングから消失してしまった
のではないことがわかる。パッチを 「偉い男」と呼ぶ浮浪者が象徴するよ
うV',「現実生活の狂人」が 「人間の通常のタイプの変形」としての 「現
実生活の浮浪者」(11:)Y'化 している。 シングY'とって 浮浪者は,
定住せずY'移動することで自然の影響を調和的に受け,ま た,社 会からド
ロップ ・アウ トすることで自由な人間性を発揮している存在である。宗教
の呪縛や農村社会の因襲にとらわれている立場から見れば,常 軌を逸した
狂気とも映る存在である。劇 ・詩 ・散文の至る所で,放 浪者 ・乞食 ・鋳掛
屋など,広い意味での浮浪者を取 り上げ,そ の孤独や不安や放浪に深 く関
与しながら,自 由人の喜びを肯定的に描き続け,肯定的人物像 として農民
と牧師に対置するシソグ芸術が,狂 気を直接の対象 としないのは,そ うい
う意味合いで理解する必要があるだろう。
しか も浮浪者を主な登場人物とするシソグ劇のほとんどの人物は,そ れ
ぞれの立場から`queer'呼ぽわ りされ,重 要な人物ほど`mad'`crazy'と
半ば狂人扱いを受け,そ れが場合に応じて,称 賛 ・畏怖 ・軽蔑 ・愛情 ・不
審などを伴って冠せ られる。いわば狂気の相対化であり,因襲的な農民社
会の負の正気 と,自由な浮浪者の正の狂気とが対置される。
自然で全的な人間性の発揮を章ぶシソグY'とって,抑圧→平衡→解放,
不 自由→自由→無法,不 足→均衡→過剰 と,評 価の段階が 進むとも言え
る。 『月沈みし時』のメア リーのような抑圧した負の狂気 よりも,常識的
な農民の正気の方を取 り,しかし,と らわれない浮浪者の正の狂気から見
ると,先 の正気が負の正気へ と転化する構造をなすと言えよう。
・ 結 び
シングにおける狂気は,リ ア リス トが認める人間の現実であ り,あるい
は,平 衡感覚から見た精神のアンバランスであ り,さらY'はまた,詩 人が
感応する人間性の発露である。アイルラン ドにおけるそうい う狂気にかか
わるものとして,シ ングは自然風土と精神風土 との影響を考x,特 にアイ
ルランドの精神風土が重要な要因であることを示す。 『月沈みし時』の狂
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女は,そ の ことを最も原初的かつ直接的に示唆してお り,『谷の陰』のパ
ッチ ・ダーシーは,正 の狂気を暗示するシングの浮浪者の先駆けであると
言えよう。そして,そ の後,いわゆる狂人や狂気そのものを直接取 り上げ
(5)
ることはな くても,シ ングの中で,人間の心や行動の不 可思議への興味 と,
(6)
その裏に潜むアイルラソ ドの現実への関心は,生 き続けているのである。
注(1)AnnSaddlemyer(Ed.),SomeLettersofJohnM.SyngetoLadyGregory
andW.B.Yeats{CualaPress,1971),p.78.
② 以 下,引 用 は す べ てJ.M.Synge'CollectedWorks(OxfordUniversity
Press,1962-8)によ り,()内 のmマ 数 字 は 巻 数 を,ア ラ ビ ア 数 字 は ペ ー
ジ 数 を 表 わ す 。
(3)RobinSkelton&DavidR.Clark(Eds.),IrishRenaissance(DolmenPress,
1965),pp.66-7.
(4)DonnaGerstenberger,JohnMillingtonSynge(TwaynePublishers,1964),
p.39.
(5)シ ン グ の 遺 作DeirdreoftheSorrowsの 中 で,伝 説 に は 登 場 し な い 道 化
的Owenを 創 造 し,ド ラ マ の 中 に 組 み 込 も う と 苦 心 し て い る 。
(6)シ ン グ 劇 に は,伝 統 的 な 月 と 狂 気 と の 関 連 に 言 及 す る と こ ろ が あ る が,こ れ
.は ま た 別 の 考 察 を 必 要 とす る と 思 わ れ る 。 丶
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